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ご意見・ご質問など(ほぼ原文のママ) 回答など(文責　吉田)

総じて非常に素晴らしい式典だったと思います。吹奏楽部や合

唱、OBの講話など生徒主体で式典を運営している様は、学校の雰

囲気の良さや生徒たちの未来への可能性など感じられました。そ

れだけに、ぜひ多くのOBに今の手稲高生を体感して欲しかったと

思います。

おっしゃる通りです。ただ、式典は座席の関係から同窓生を呼べ

なかったのは残念でした。当日判明したのですが、保護者用にラ

イブ配信をしていました。事前に話してくれていれば、同窓生に

も周知できたのにと残念に思い、学校側には意見しました。

周知方法については、やはり少なくても各期から最低1名連絡取れ

るOBを配しておく必要性を感じました。たぶん全学年には情報は

行き届いていないと思われるため。特に今回名刺交換等した若手

OBには個別に同窓会参加をアナウンスするなど必要ではないかと

思います。

今回は170名の枠がどのようになるのか全く見当がつかない中で

のスタートでした。通常の同窓会であれば学年幹事に連絡を取っ

ていますが、郵送はしないというところから始まっていますの

で、SNSを主とした呼びかけとなりました。若手に多く参加して

もらう体制づくりも急務です。同窓会役員で名刺交換した方は情

報共有することが必要だと思います。

先ずは無事に終了されたとのこと、大変お疲れ様でした。関われ

た全ての関係者の皆様に感謝申し上げます。そのうえで「周知方

法」について意見を述べさせていただきます。今回参加とした方

の中から「周りにもOBがいたが、開催の情報を全く知らなかっ

た」との声を聞きました。私は当初から「周知方法」には相当な

工夫が必要が感じていました。そこで同窓会役員会で質問しまし

たが「それほど集める必要はない、集まった也で良い」的な回答

でした。ところが直前になり、連日のように「もっと集めるよう

に」との指示が入りました。急いで道や恩師にも声をかけた結

果、同期は14人に参加を頂けました。この方針変更に対して何か

しらの説明があるものと期待していました。ところが最後まで何

もなかったのが大変残念です。

まずは、周知に関して、多くの皆様方にご尽力いただきましたこ

とに改めて感謝申し上げます。そのうえで、祝賀会に関して、

170名という枠を学校から頂きました、この数字がどういうもの

になるのか見当がつかず、やってみなければわからない、という

ことは同窓会役員会で返答しましたが、集まった也でよいという

ことは言っていません。そうなると言った言わない、話し方と捉

え方の問題かと思います。その中で、170という数字が現実味を

帯びてきたことから、もう少しですということは同窓会役員や

フェイスブックでお願いをしました。それは決して方針変換であ

りません。少しでも多くの同窓生に集まっていただきたいという

実に単純な思いです。それをまげてとらえられるのは非常に心外

です。この50周年を契機に今後の同窓会総会・懇親会も参加人数

を増やしていくことを考えており、その第一段階と捉え、どのよ

うな周知方法が良いのか、さらに検討してまいります。



同窓会の公式SNSサイトの設置

同窓会の名称の命名について

50周年祝賀会もそうですが、12期13期辺りがボリュームゾーン

で、若手OBの参加が少なく感じました。1名しか参加していない

期もあり、そのような方は次回参加しづらいのではないか。若手

OBの参加を促すには、若手OBとコネクションを増やしていくこ

とはもちろんですが、OBで繋がるメリットを伝えることが必要か

と思います。

今後参加者名簿には参加するOBの会社名や役職など入れることも

検討して欲しいです。座席も期毎に座るということも良いです

が、業種ごとに座るなどの面白いのでは。(同期の参加者が少なけ

れば疎外感があるので)

現代社会において、個人情報保護の観点からどの程度までオープ

ンにできるか、気を遣うところです。会社名などについてもご本

人の承諾を得ないとならないのかなと思います。座席に関しては

色々なアイディアを頂けると助かります。

今後の同

窓会総

会・懇親

会在り方

などにつ

いて

年代的に同窓会に対する思い入れの温度差はあるのかと思いま

す。また、頻繁に同期会を開催している期もあるようですから、

そのような期とうまく連携を取っていくことが必要と思います。

若い世代が気軽に参加できるように会費を年代別にするなどの具

体的な方策が急務と思います。

フェイスブックも今回事実上公式的に使われていたものの、「北

海道札幌手稲高等学校同窓会幹事及び母校を応援する有志グルー

プ」と名称が「有志グループ」となっており、卒業生からする

と、一部の方々だけの会というイメージがしてしまっています。

(公式のものはない)公式なら公式感のある名称にして頂けないか

というものです。これに限らず、公式のものがあれば少し問題に

なっている代表幹事との組織体も事務方としても形作り易いので

はないかと思っています。

現在のフェイスブックは4期の先輩が運営管理者になっており、そ

れを活用させていただいております。確かにおっしゃる通りに公

式のSNSは必要と感じております。ただ、誰が責任を持って運営

管理するのか、オープンにすることによる弊害はないのか?などク

リアしなければならない問題はあると思います。より開けた同窓

会組織にするために、前向きに検討してまいります。また、なに

か良いアイディアがあればご連絡ください。

まずは、周知に関して、多くの皆様方にご尽力いただきましたこ

とに改めて感謝申し上げます。そのうえで、祝賀会に関して、

170名という枠を学校から頂きました、この数字がどういうもの

になるのか見当がつかず、やってみなければわからない、という

ことは同窓会役員会で返答しましたが、集まった也でよいという

ことは言っていません。そうなると言った言わない、話し方と捉

え方の問題かと思います。その中で、170という数字が現実味を

帯びてきたことから、もう少しですということは同窓会役員や

フェイスブックでお願いをしました。それは決して方針変換であ

りません。少しでも多くの同窓生に集まっていただきたいという

実に単純な思いです。それをまげてとらえられるのは非常に心外

です。この50周年を契機に今後の同窓会総会・懇親会も参加人数

を増やしていくことを考えており、その第一段階と捉え、どのよ

うな周知方法が良いのか、さらに検討してまいります。

開校から50年という厚みも出てきたことから、札幌の東西南北の

各伝統校並みの組織体制となってもいいのではないかというもの

です。具体的には、まず上記の公式SNSの設置と札幌西高校同窓

会である「輔仁会」のような同窓会名称をつけてはいいのではな

いかというものです。(運営までは大変なのでまずは形からでも)

同窓会の活性化という部分で、まずは伝統校の自覚と公式という

安心感が必要かと思っています。その体現として、札幌の東西南

北に比肩するイメージがわかりやすいのではないかと思った次第

です。同窓の会長と校長先生がいる今なら決められそうな気がし

ていますので、お手間のかかる話で恐縮ですが、宜しくお願いし

ます。

同窓会の名称に関しては、役員会ですでに議題に挙げています。

今後どのような形で名称を決めていくか、ということですが、や

はり公募してからアンケートを取り、その結果がいいのか、方法

について検討してまいります。私自身も名称はあった方が良いと

思います。東西南北に限らず、多くの高校で同窓会の名称はあり

ますので。



その他

※　同窓会長としての考え方など

　せっかくの機会ですので、同窓会長として考え方や思いなどを述べさせていただきます。

　そのうえで、式典・祝賀会について述べさせていただきます。

◎　式典について

式典自体は大変素晴らしいものでしたが、何故、手稲高校卒業生

でもない議員を呼んで挨拶させたのですか?しかも、衆議院選挙が

近いからお願いしますということが見え見えです。教職員の組合

に顔立てしているのですか?これ以上政治的なことは言う気はあり

ませんが、このような式典ではやめて欲しいです。興覚めしてし

まいます。あくまで、同窓会メインですから、楽しくやりたいで

すね。

多くの学校の式典などでは地元選出の議員を来賓としてご招待す

ることがあります。それは地元の学校や教育について理解を深め

て頂くことが目的です。議員本人の名声のためではありません

し、政治的な意図はありません。どうぞ誤解なさらないようにお

願い致します。

開校から50年という厚みも出てきたことから、札幌の東西南北の

各伝統校並みの組織体制となってもいいのではないかというもの

です。具体的には、まず上記の公式SNSの設置と札幌西高校同窓

会である「輔仁会」のような同窓会名称をつけてはいいのではな

いかというものです。(運営までは大変なのでまずは形からでも)

同窓会の活性化という部分で、まずは伝統校の自覚と公式という

安心感が必要かと思っています。その体現として、札幌の東西南

北に比肩するイメージがわかりやすいのではないかと思った次第

です。同窓の会長と校長先生がいる今なら決められそうな気がし

ていますので、お手間のかかる話で恐縮ですが、宜しくお願いし

ます。

同窓会の名称に関しては、役員会ですでに議題に挙げています。

今後どのような形で名称を決めていくか、ということですが、や

はり公募してからアンケートを取り、その結果がいいのか、方法

について検討してまいります。私自身も名称はあった方が良いと

思います。東西南北に限らず、多くの高校で同窓会の名称はあり

ますので。

また、同窓会館を設置できないか、ということも個人的に考えて

います。莫大な費用が必要なことと道教委との折衝などハードル

は高いのですが、札北や札南のように現役生も活用できる同窓会

館が設立できればと思っています。

ご意見ありがとうございます。地元選出の国会議員・道議会議員

への式典・祝賀会のご案内は協賛会が立ち上がった時から決めて

いました。ですので選挙が近いというのは全く関係ありません

し、むしろ選挙が式典・祝賀会の直近に入ってきて困惑いたしま

した。また、教職員組合は全く関係ありません。

　まずは、今回の50周年事業に関わった方々やご参加いただきました同窓生をはじめすべての同窓生の皆様に感謝申し上げます。おかげさまで

無事に式典・祝賀会を終えることができました。本当にありがとうございました。

・基本的に生徒主体の式典となり、非常に素晴らしいものでした。また、現役生は本当に素晴らしい態度で臨んでくたことに感謝すると同時

に、これは日頃からの先生方のご指導の賜物と思います。ありがとうございます。



◎　祝賀会について

・式典後、映像を映す場面では、ステージに演台がセットされており、最前列にいらっしゃった方々が、演台が邪魔でしっかりと見れなかった

のは大変残念に思いました。

・会場の収容人数の関係から、同窓生に参加して頂くことができなかったのは大変申し訳なく、また、残念でした。上記にも記載しましたが、

当日になり保護者用にライブ配信していることがわかりました。事前に連携を図ることが出来たら、同窓生にも配信することが出来たと思い、

大変残念に思いました。学校側も忙しくて同窓生まで気が回らなかったと思いますが、一言事前に相談してくれればと思いました。

・基本的に生徒主体の式典となり、非常に素晴らしいものでした。また、現役生は本当に素晴らしい態度で臨んでくたことに感謝すると同時

に、これは日頃からの先生方のご指導の賜物と思います。ありがとうございます。

・ただ、あえて意見させていただくのならば、運営する方の中で、セレモニーとフェスティバルを勘違いされている方々いのではないかと思う

ところが多々ありました。これは、学校の周年事業という独特の文化を理解されていないことだと思います。

・オープニング映像に関しては、当初1分程度ということでしたが、当日はかなり長くなり、しかも後半の放送局作成の映像と重複する部分も

あり、そのために費用をかけるのはどうなのかとかなり疑問に感じました。

・出席した多くの同窓生は、同期などで2次会に繰り出したようで、さらに同期や同窓生の絆が深まったことと思います。テーブルの配置も

色々と苦慮しましたが、同期や同じ年代に通学していた期で固めることができました。これも学校の担当者のご尽力によるもので、感謝いたし

ます。

・戸次さんにもお帰りになる時間ギリギリまで会場にいて頂きましたが、あの出し物はなくても良かったのではないかと個人的には感じていま

す。それよりもテーブルにいて、多くの同窓生と懇談した方が良かったのではないかと思いました。

・最後の挨拶でもお話ししましたが、今回の祝賀会の参加集約に関しては、同窓生で手稲高校に勤務している8期の東海林先生、15期の源田先

生、そして、同窓生ではありませんが参加フォームを作成してくれた齋藤先生に心より感謝申し上げます。申し込みの確認は自動で返信ではな

く、一人一人にお二人の先生が返信してくれました。その労力は感謝しても感謝しきれないほどです。

・戸次さんの講演とそのあとの生徒とのやり取りは、大変素晴らしく、見ていて微笑ましかったです。戸次さんにかなり生徒は助けられたとこ

ろはありましたが、母校愛を感じました。

・ホテルとの折衝や関係団体との調整で学校の担当の先生には大変ご面倒をおかけいたしました。本当にありがとうございました。特に座席の

調整では最後の最後までご面倒をおかけしました。

・出席者300名のうち約200名が同窓生ということもあり、やはり周年事業は同窓生が主体となって進めるべきだと改めて感じたところです。



◎　今後の同窓会活動について

・ご意見でも頂いていますことを十分に検討し、できる限り実現できるようにしてまいります。

・2年に一度の同窓会総会・懇親会についても会場の関係から60名程度の参加となっていますが、会場を変更するなどより多くの同窓生が気軽

に参加できる体制を作ってまいりたいと考えております。

・その中でも、若い世代が気軽に参加できるように、年代別での会費設定なども考えております。なにかと物価の高騰もあり、ホテルでの宴席

も厳しいものがありますが、できる限りことはやっていきたいと思っています。

・併せて、その周知方法も代表幹事への郵送も、ネットやメールを使うなど工夫が必要と感じております。また、多くの同窓生に周知できるよ

うにするには、やはりSNSが有効だと感じておりますので、その方法に関しても検討していきます。

※　個人的に思うがままに書かせていただきました。色々とご意見もあるかと存じます。フェイスブックでに登録されている方は私宛のDMに

ご意見を送ってください。また、ラインで繋がっている方は直接お願い致します。多くの同窓生からのご意見を参考に、今後の同窓会活動をさ

らに活発化させたいと考えておりますので、ご協力をお願い致します。


